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もので、 5 章からなる。まず第 1 章では人工神経の現状と使用した人工神経について解説した。第 2 章では、本論文
で使用する人工神経の詳細を述べた。第 3 章では、人工神経の長さ 80 mm の排骨神経欠損部に人工神経を補填した
犬モデ、ル (17 頭)を作製し、一般的評価と 3 次元運動解析を行い、 3 次元運動解析の結果からは歩行機能再生の解析
方法を検討した。この犬モデ、ルでは循後 12 カ月で、肉眼的、組織学的および電気生理学的には再生が認められるが、
術後 14 カ月でも 3 次元運動解析による評価で、は明確に機能再生がなされたとは認めがたい。形態学的、電気生理学
的な再生がはかられたように見えても機能再生は遅れる傾向にある。また、歩行機能再生の度合いの尺度としての歩
行タイミングは術後経過時間と相関を持ち、これらのデ}タから、術後 50 カ月程度で正常犬と同等の機能をもつに
至ることが予測された。第 4 章では、ヒト坐骨神経欠損部に 20 mm の人工神経を補填した症例について、 3 次元運
動解析した結果をのべた。この症例では、術後 8 カ月で膝関節の屈曲運動は可能となり神経の伸展が認められるが、
対象がヒトであるために確認はできていない。機能再生の経過についての 3 次元運動解析の結果、健側下肢と患側下
肢の動作の差異は認められたが、経時的なデータを得ることが困難で詳細な検討はできなかった。このように、本論
文は、定期的な 3 次元運動解析が人工神経による機能再生に必要な評価であることを示めすことによって工学の立場
から再生治療に貢献するもので、博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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